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５
月
22
日
の
祝
賀
会
。
５
月

25
日
の
大
学
と
の
協
賛
の
薪

能
。
そ
れ
ぞ
れ
に
参
加
し
て
く

だ
さ
っ
た
方
々
、
準
備
万
端
整

え
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
、
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
設
立
90
年
、
共
に
歩
む
大

学
が
目
覚
ま
し
い
発
展
を
遂
げ

て
い
る
今
、
こ
う
し
た
条
件
の

な
か
で
の
決
断
で
し
た
。
ど
ち

ら
も
充
実
し
た
内
容
で
あ
っ
た

と
実
感
し
て
い
ま
す
。し
か
し
、

華
々
し
く
大
盛
況
と
い
う
よ
り

も
、「
友
を
作
る
、
友
を
得
る
、

友
と
交
わ
る
」
と
い
う
こ
と
を

願
っ
て
進
め
た
よ
う
な
気
が
い

た
し
ま
す
。

　

祝
賀
会
に
お
け
る
女
専
卒
業

生
の
か
た
の
矍
鑠
と
し
た
美
し

い
生
き
様
、
そ
れ
を
目
の
当
た

り
に
さ
れ
た
若
い
人
は
、
き
っ

と
大
き
な
勇
気
を
も
ら
い
、
改

め
て
福
岡
女
子
大
学
に
誇
り
を

持
た
れ
た
に
違
い
あ
り

ま
せ
ん
。

　

そ
れ
は
想
像
以
上
の

出
逢
い
で
あ
っ
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

薪
能
に
参
加
し
て
く

だ
さ
っ
た
外
部
の
方
々

は
、
改
め
て
親
し
み
を

感
じ
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
で
し

ょ
う
。

　

こ
れ
ら
の
行
事
が
、
卒
業
生

や
外
部
の
方
に
大
学
、
同
窓
会

を
、
よ
り
実
感
し
て
い
た
だ
け

る
機
会
と
場
で
あ
っ
た
と
す
れ

ば
本
当
に
う
れ
し
い
こ
と
で

す
。

　

同
窓
会
に
は
会
館
を
持
ち
た

い
と
い
う
夢
が
あ
り
ま
す
。
他

に
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

懸
案
事
項
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
何
よ
り
も
時
代
が

女
性
に
求
め
る
も
の
が
大
き
く

変
化
し
て
い
ま
す
。

　

百
周
年
に
向
か
っ
て
は
自
覚

的
に
確
か
な
歩
み
を
始
め
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

尚
、
こ
の
度
、
多
く
の
御
祝

儀
を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。
こ

の
紙
面
を
借
り
心
よ
り
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

日時：平成29年５月28日（日）
　　　11時～15時

場所：西鉄グランドホテル

当番：大学31・32・51・52・63回生
詳細は５月発行の92号をご覧ください。
　　多くの会員の皆様のご参加を
　　お待ち致しております。

　

平
成
28
年
5
月
22
日
（
日
）

西
鉄
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
て
10

時
30
分
よ
り
開
催
。
開
始
当
初

222
名
の
会
員
の
出
席
が
あ
り
、

総
会
が
成
立
。

　

開
会
の
こ
と
ば
、
物
故
者
へ

の
黙
祷
に
続
き
、
矢
野
会
長
よ

り
熊
本
・
大
分
地
震
に
対
す
る

お
見
舞
い
、
来
年
度
の
役
員
改

選
の
た
め
の
協
力
依
頼
が
あ
っ

た
。

議
事

１　

平
成
27
年
度
筑
紫
海
会
事

業
報
告

　
　

開
学
記
念
式
典
に
て
、
第

２
回
筑
紫
海
会
賞
を
国
際
教

養
学
科
村
嶋
祐
佳
さ
ん
に
授

与
し
た
事
等
を
報
告
。

２　

平
成
27
年
度
筑
紫
海
会
会

計
決
算
報
告

　
　

年
次
会
費
納
入
者
が
、
昨

年
度
よ
り
100
名
増
加
し
、
1341

名
に
な
っ
た
が
、
納
入
率
は

17
％
な
の
で
今
後
も
納
入
の

お
願
い
を
続
け
る
。

　
　

監
査
報
告
の
後
、議
事
１
、

２
を
拍
手
で
承
認
。

3　

平
成
28
年
度
事
業
計
画
案

薪
能
、
第
１
回
Ｗ
Ｗ
Ａ
Ｓ
国

際
会
議
へ
の
協
力
、
学
生
と

の
お
茶
の
会
、
留
学
生
お
正

月
体
験
、
大
学
と
の
共
催
特

別
講
演
会
説
明
。

４　

平
成
28
年
度
予
算
案
審
議

昨
年
の
お
茶
の
会
で
は
予
想

を
越
え
る
学
生
の
参
加
者
が

あ
り
、
軽
食
が
足
り
な
か
っ

た
の
で
予
算
を
増
や
し
た
事

等
説
明
。

　
　

議
事
３
、４
を
拍
手
で
承

認
。

　
　

支
部
長
紹
介
・
来
年
度
当

番
学
年
紹
介
（
大
31
・
32
・

51
・
52
・
63
回
生
）
の
後
、

閉
会
。

90
年
記
念
祝
賀
会

　

総
会
終
了
後
休
憩
を
は
さ
み

11
時
50
分
よ
り
祝
賀
会
開
始
。

来
賓
７
名
、
女
専
59
名
を
含
め

315
名
も
の
出
席
者
が
あ
っ
た
。

　

開
会
の
こ
と
ば
。
会
長
挨
拶

で
は
矢
野
会
長
が
59
名
も
の
女

専
の
先
輩
方
を
お
迎
え
で
き
た

喜
び
、
女
専
の
先
輩
方
が
福
岡

女
子
大
学
の
礎
を
築
い
て
下
さ

っ
た
事
へ
の
感
謝
。
そ
の
後
、

梶
山
千
里
理
事
長
・
学
長
よ
り

女
専
か
ら
続
く
福
岡
女
子
大
学

の
歴
史
を
讃
え
る
祝
辞
を
い
た

だ
く
。
来
賓
紹
介（
梶
山
学
長
、

渡
辺
浩
志
副
理
事
長
、今
井
明
・

野
依
智
子
・
向
井
剛
・
森
田
健

副
学
長
、
高
山
晃
事
務
局
長
）

の
後
、
渕
上
和
子
（
大
25
食
）

理
事
に
よ
る
祝
吟
（
亀
井
神
道

流
西
日
本
吟
詠
会
）「
筑
紫
海

会
の
90
年
を
祝
す
」。

乾
杯　

野
依
智
子
副
学
長
、
上

村
元
子
（
大
６
被
・
元
筑
紫
海

学
園
理
事
長
）百
武
美
也
子（
大

63
）
氏
３
名
の
音
頭
。

　

な
ご
や
か
に
会
食
し
な
が
ら

馬
場
明
子
（
大
20
国
）
理
事
の

司
会
で
女
専
の
方
に
当
時
の
お

話
を
伺
う
。
多
田
洋
子
（
専
17

家
）・
岡
崎
ユ
ウ
（
専
22
数
）・

三
原
久
江
（
専
25
数
）・
秋
枝

素
子（
専
25
数
）・
瓜
生
桂
子（
専

26
数
）
遠
藤
喜
美
子
（
専
24
生
）

の
皆
様
。

　

当
時
の
貴
重
な
お
話
。

　

ま
た
環
境
学
科
２
年
行
武
萌

さ
ん
に
よ
る
ピ
ア
ノ
演
奏
。

「
モ
ー
ツ
ア
ル
ト　

ピ
ア
ノ
ソ

ナ
タ
」「
リ
ス
ト　

ラ
・
カ
ン

パ
ネ
ラ
」

　

最
後
に
声
楽
家　

遠
藤
喜
美

子
さ
ん
に
よ
る
女
専
の
校
歌
披

露
。
続
い
て
指
揮
に
よ
る
、
全

員
校
歌
斉
唱
の
後
、
閉
会
。

　
（
６
面
に
会
計
報
告
掲
載
）

▼
平
成
28
年
の
広
島
で
の
出
来

事
は
、
世
界
中
に
大
き
な
感
動

を
与
え
た
に
違
い
あ
り
ま
せ

ん
。
４
月
に
広
島
市
で
開
催
さ

れ
た
Ｇ
７
外
相
会
合
の
際
、
広

島
平
和
記
念
資
料
館
見
学
・
慰

霊
碑
へ
の
献
花
で
終
了
の
日
程

で
し
た
。
そ
の
時
、
ケ
リ
ー
米

国
務
長
官
の
提
案
で
一
行
は
急

遽
、
原
爆
ド
ー
ム
ま
で
向
か
い

ま
し
た
。
ケ
リ
ー
長
官
は
芳
名

録
に
「
世
界
中
の
誰
も
が
こ
の

資
料
館
の
力
を
見
て
、
感
じ
る

べ
き
だ
」
と
記
帳
し
て
い
ま

す
。
▼
伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
後

の
５
月
27
日
、
オ
バ
マ
大
統
領

が
広
島
を
訪
問
し
ま
し
た
。
資

料
館
で
は
、
出
迎
え
た
小
中
学

生
２
人
に
大
統
領
自
ら
折
っ
て

持
っ
て
き
た
折
り
鶴
２
羽
を
手

渡
し
、
さ
ら
に
直
筆
の
芳
名
録

に
添
え
て
２
羽
を
そ
っ
と
置
い

た
そ
う
で
す
。
▼
芳
名
録
に
は

「
私
た
ち
は
戦
争
の
苦
し
み
を

経
験
し
ま
し
た
。
共
に
、
平
和

を
広
め
核
兵
器
の
な
い
世
界
を

追
求
す
る
勇
気
を
持
ち
ま
し
ょ

う
」
と
だ
け
書
か
れ
て
い
ま
し

た
。
慰
霊
碑
に
献
花
後
、
オ
バ

マ
大
統
領
は『
広
島
ス
ピ
ー
チ
』

を
行
い
ま
し
た
。
核
兵
器
の
な

い
世
界
を
追
求
す
る
こ
と
の
重

要
性
を
訴
え
た
こ
の
ス
ピ
ー
チ

は
、
歴
史
に
残
る
も
の
と
な
り

ま
し
た
。
▼
最
後
に
、
被
爆
後

71
年
、
広
島
復
興
の
シ
ン
ボ
ル

で
あ
る
市
民
球
団
・
広
島
カ
ー

プ
の
今
年
の
快
進
撃
も
歴
史
に

残
っ
て
ほ
し
い
と
祈
っ
て
い
ま

す
。

末
崎
志
津
子
（
大
17
被
）

広
島
支
部

弓道練習（昭和８年）

　

300
名
を
越
す
な
で
し
こ
の
光

輝
く
笑
顔
と
熱
気
に
溢
れ
た
90

年
記
念
祝
賀
会
は
、
総
会
当
番

冥
利
に
尽
き
る
喜
び
、
感
動
を

も
た
ら
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

実
行
委
員
の
献
身
的
な
奉
仕

の
精
神
と
行
動
力
や
団
結
力
に

な
で
し
こ
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
再
認
識

し
た
こ
の
1
年
。

　

そ
の
源
で
あ
る
女
専
の
方
々

の
貴
重
な
体
験
談
や
意
欲
的
で

気
概
に
満
ち
た
お
姿
は
、
人
生

の
道
し
る
べ
と
な
り
ま
し
た
。

　

女
専
か
ら
女
子
大
へ
と
続
く

縦
糸
と
ク
ラ
ス
や
学
年
を
繋
ぐ

横
糸
は
、思
い
が
け
な
い
発
見
、

新
た
な
出
逢
い
を
育
み
、
未
来

へ
向
か
っ
て
い
ま
す
。

　

筑
紫
海
会
は
人
材
の
宝
庫
。

皆
様
の
惜
し
み
な
い
ご
協
力
、

温
か
な
真
心
に
深
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

な
で
し
こ
の
き
ら
め
く
無
限

の
可
能
性
を
総
会
で
ぜ
ひ
体
感

し
て
く
だ
さ
い
。

福岡女子大学
同  窓  会

第91号
事務局　福岡女子大学内  TEL・FAX（092）692-3194
HP － http/www.fwu.ac.jp/tukusimikai/ または「筑紫海会」で検索

オバマ大統領の
折り鶴

祝賀会会場

遠藤喜美子さん（専24生）

波

紋

　

平
成
28
年
度
総
会
報
告
＆
90
年
祝
賀
会
報
告

　

総
会
当
番
を
終
え
て

当
番
委
員
長
　
中
村
和
美
（
大
29
英
）　
　

筑
紫
海
会
設
立
90
年

行
事
を
無
事
終
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た

筑
紫
海
会
会
長
　
矢
　
野
　
芙
美
子
（
大
10
国
）

平成29年度

筑紫海会総会予告
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日
本
で
初
め
て
の
公
立
女
子

専
門
学
校
で
あ
る
福
岡
女
子
専

門
学
校
の
１
回
生
卒
業
の
年
に
、

「
母
校
と
同
窓
生
の
た
め
の
連

結
は
双
方
の
将
来
の
発
展
の
上

で
ぜ
ひ
必
要
」
と
い
う
発
案
で
、

同
窓
会
「
筑
紫
海
会
」
の
活
動

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

女
専
か
ら
女
子
大
学
へ
の
昇

格
時
に
は
、
同
窓
会
も
そ
の
実

現
に
奔
走
す
る
な
ど
、
常
に
女

専
や
大
学
と
連
携
し
た
活
動
を

継
続
し
て
き
ま
し
た
。

　

同
窓
会
は
、「
絆
、
和
み
あ

う
組
織
、
地
域
社
会
に
役
立
つ

存
在
に
な
る
よ
う
に
努
力
し
た

い
」「
公
立
の
学
校
で
学
ば
せ

て
も
ら
っ
た
者
の
社
会
へ
の
恩

返
し
で
あ
り
、義
務
で
も
あ
る
」

と
い
う
志
で
、
学
校
法
人
筑
紫

海
学
園
と
つ
く
し
み
山
荘
の
経

営
と
い
う
事
業
を
開
始
、
会
員

が
費
用
を
拠
出
、
そ
の
運
営
に

当
た
っ
た
こ
と
は
、
特
筆
す
べ

き
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
同
窓
生
は
、
卒
業
後

の
職
業
生
活
や
社
会
生
活
の
中

で
「
女
性
初
の
・
・
・
」
と
い

う
ト
ピ
ッ
ク
を
様
々
な
場
面
で

提
供
し
続
け
、
後
輩
に
対
し
て

幾
つ
も
の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
を
示

し
て
い
ま
す
。

　

同
窓
会
と
は
何
か
？
と
問
い

か
け
た
時
、

　
「
同
窓
生
で
あ
る
と
い
う
た

っ
た
一
つ
の
共
通
点
は
、
純
粋

で
あ
る
だ
け
に
強
い
絆
を
持
っ

て
い
る
。」「
研
鑽
の
場
で
あ
り
、

友
と
の
憩
い
の
場
で
あ
り
、
仲

間
た
ち
へ
の
様
々
な
情
報
提
供

の
場
で
あ
り
。
生
涯
教
育
の
発

信
基
地
で
あ
り
・
・
・
と
い
う

機
能
を
持
っ
た
存
在
に
な
っ
て

ほ
し
い
。」
等
々
、
た
く
さ
ん

の
答
え
が
返
っ
て
き
ま
す
。

　

筑
紫
海
会
の
会
員
は
創
立
90

年
を
迎
え
た
今
、
１
３
０
０
０

人
余
、
女
性
の
み
。
こ
の
小
さ

な
同
窓
会
の
先
輩
方
が
示
し
た

強
い
意
志
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
伝

統
を
絶
や
さ
な
い
よ
う
に
し
た

い
！
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
女
性
を
取
り
巻
く

環
境
が
大
き
く
変
化
し
て
い
る

今
、
後
輩
に
伝
え
る
こ
と
と
し

て
一
人
一
人
が
そ
の
生
き
方
を

示
し
て
い
き
た
い
。

　

そ
し
て
、
同
窓
会
は
大
学
に

対
し
て
も
、
地
域
に
対
し
て
も

可
能
な
限
り
の
協
力
者
で
あ
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
独
り
言
と
し
て

女
子
大
生
え
抜
き
の
教
授
、
学

長
、
さ
ら
に
は
福
岡
県
知
事
の

姿
を
将
来
見
た
い
も
の
・
・
・

　

４
月
17
日
（
日
）
大
学
会
館

に
お
い
て
同
窓
生
138
名
の
参
加

の
下
、
開
学
記
念
式
典
と
第
５

回
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
イ
が
開

催
さ
れ
た
。

　

第
一
部
、
開
学
記
念
式
典
で

は
、
梶
山
千
里
学
長
よ
り
、
変

貌
を
遂
げ
つ
つ
あ
る
女
子
大
の

現
状
報
告
。
筑
紫
海
会
の
矢
野

会
長
よ
り
「
後
輩
を
支
援
す
る

循
環
型
の
同
窓
会
を
め
ざ
す
」

と
の
挨
拶
。
江
島
副
会
長
よ
り

「
同
窓
会
と
は
何
か
？
」
と
題

す
る
お
話
。

　

記
念
講
演
は
、「
世
界
遺
産

に
関
す
る
最
近
の
動
向
・
国
際

イ
コ
モ
ス
副
会
長
と
し
て
見
え

て
き
た
こ
と
」
と
題
し
、
九
州

大
学
大
学
院
法
学
研
究
院
の
主

幹
教
授
、
河
野
俊
行
氏
よ
り
、

世
界
遺
産
の
保
存
を
担
当
し
て

い
る
イ
コ
モ
ス
の
お
話
が
あ
っ

た
。

　

講
演
の
後
、
第
２
回
筑
紫
海

会
賞
の
授
賞
式
が
あ
り
、
矢
野

会
長
よ
り
賞
状
と
記
念
品
が
国

際
教
養
学
科
の
村
嶋
祐
佳
さ
ん

に
授
与
さ
れ
た
。

　

第
二
部
は
、
美
術
館
の
グ
ラ

ン
ド
オ
ー
プ
ン
式
典
が
あ
り
、

ス
ラ
イ
ド
上
映
に
よ
る
所
蔵
美

術
品
の
説
明
、紹
介
が
あ
っ
た
。

　

第
三
部
は
、
講
義
棟
完
成
と

第
二
期
工
事
完
了
を
記
念
す
る

祝
賀
会
が
大
学
会
館
１
階
で

賑
々
し
く
開
催
さ
れ
た
。

　

又
、
筑
紫
海
会
設
立
90
年
を

記
念
し
て
、
本
学
の
客
員
教
授

村
上
祥
子
氏
（
大
11
食
）
よ
り

47
年
間
の
料
理
の
レ
シ
ピ
な
ど

を
ま
と
め
た
２
２
７
７
冊
の
研

究
資
料
が
母
校
に
寄
贈
さ
れ
、

図
書
館
棟
２
階
に
コ
ー
ナ
ー
が

設
け
ら
れ
て
い
た
が
、こ
の
日
、

開
設
記
念
祝
賀
の
テ
ー
プ
カ
ッ

ト
が
、
梶
山
学
長
、
向
井
副
学

長
、
村
上
祥
子
氏
参
加
の
下
、

華
や
か
に
行
わ
れ
た
。

　

今
年
は
、
長
崎
支
部
か
ら
母

校
訪
問
バ
ス
ツ
ア
ー
も
あ
り
新

装
な
っ
た
大
学
に
感
慨
ひ
と
し

お
の
よ
う
だ
っ
た
。

　

私
は
１
年
程
前
ま
で
「
男
は

外
で
働
い
て
、
女
は
家
庭
を
守

る
べ
き
」と
い
う
先
入
観
の
下
、

将
来
は
専
業
主
婦
に
な
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
３
年
生
の
ゼ
ミ
で

秋
枝
簫
子
先
生
に
つ
い
て
書
か

れ
た『
後
に
続
く
女
性
た
ち
へ
』

と
い
う
本
を
読
み
、
考
え
が
180

度
変
わ
り
ま
し
た
。
同
時
に
過

去
の
私
を
含
め
た
多
く
の
人

が
、
性
別
役
割
分
担
意
識
に
基

づ
く
先
入
観
を
持
っ
て
い
る
こ

と
に
危
機
感
を
覚
え
ま
し
た
。

　

ど
う
す
れ
ば
女
性
が
輝
け
る

社
会
を
実
現
で
き
る
か
？
私
に

で
き
る
こ
と
は
何
か
？

　

こ
れ
ら
の
ヒ
ン
ト
を
掴
む
た

め
に
、
日
本
Ｂ

※

Ｐ
Ｗ
連
合
会
の

イ
ン
タ
ー
ン
と
し
て
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
で
開
催
さ
れ
る
「
国
連

女
性
の
地
位
委
員
会
」
へ
の
参

加
を
決
意
し
ま
し
た
。

　

実
際
に
参
加
し
て
、「
女
性

の
地
位
向
上
」
の
た
め
に
世
界

中
の
人
々
が
集
ま
っ
て
い
る
こ

と
や
、参
加
者
一
人
一
人
の「
世

界
を
変
え
て
い
こ
う
！
」
と
い

う
熱
い
思
い
に
圧
倒
さ
れ
、「
意

識
改
革
」
が
重
要
で
あ
る
と
強

く
感
じ
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
の
学
び
を
多
く
の

方
々
に
伝
え
る
た
め
、
機
会
を

頂
き
、
大
学
の
開
学
記
念
式
典

や
北
九
州
の
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム

で
お
話
し
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。

　
「
男
女
共
に
家
庭
も
仕
事
も

大
切
に
で
き
る
社
会
の
実
現
」

こ
れ
が
私
の
現
在
の
目
標
で

す
。
仕
事
も
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト

も
、
望
む
選
択
肢
を
選
ぶ
こ
と

が
で
き
る
社
会
を
実
現
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
長
期
イ

ン
タ
ー
ン
と
し
て
、
学
生
向
け

イ
ベ
ン
ト
の
企
画
運
営
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
今
後
も
、
女

性
も
男
性
も
巻
き
込
み
な
が
ら

日
本
を
よ
り
良
い
方
向
へ
変
え

て
い
き
た
い
で
す
。

※
Ｂ
Ｐ
Ｗ　

女
性
の
地
位
向
上

を
目
指
す
世
界
的
な
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団

体

　

当
日
は
、

主
催
者
挨
拶

の
後
、
本
学

に
も
能
の
指

導
に
見
え
て

い
る
、
森
本

哲
郎
氏
に
よ

る
見
ど
こ
ろ

解
説
が
あ
り
、

初
め
て
の
方

で
も
楽
し
め

る
工
夫
が
な

さ
れ
て
い
ま

し
た
。

　

舞
台
公
演

の
前
に
、
篝

火
の
火
入
れ
式
が
あ
り
、
幽
玄

な
雰
囲
気
の
中
、
人
間
国
宝
山

本
東
次
郎
氏
を
は
じ
め
と
す
る

方
々
に
よ
り
、狂
言「
二
人
袴
」、

舞
囃
子
「
高
砂
」、
半
能
（
前

後
二
場
あ
る
能
の
後
半
部
だ

け
の
上
演
）「
石
橋
」（
し
ゃ

っ
き
ょ
う
）
が
上
演
さ
れ
、

会
場
に
あ
ふ
れ
る
程
の
観
劇

者
に
も
と
て
も
好
評
で
し
た
。

第６回
ホームカミングデーのご案内

平成29年４月23日（日）
【申込方法】
◦各支部長・クラス委員を通じてご案内いたします。
◦参加希望の方は、支部・クラスを通してお申込み
　下さい。

筑
紫
海
会
の
九
十
年
を
祝
す

同
に
仁
愛
を
崇
び　

丹
誠
を
尽
く
す

撫
子
の
学
風　

美
名
を
齎
す

会
史
迎
え
来
る　

卒
寿
を
慶
ぶ

女
専
輩
出
す　

群
英
に
耀
く

　
　
　

漢
詩　

亀
谷
鶯
風

　
　
　

吟
詠　

渕
上
鈴
陽（
和
子
）大
25
食

　
　
　
　
　
　

亀
井
神
道
流 

西
日
本
吟
詠
会

祝
吟

環境科学科 2 年　行武  萌さん渕上  和子（大25食）さん
石橋（しゃっきょう）

火入れ式

テープカット  左から向井副学長、村上祥子氏、梶山学長

開
学
記
念
式
典
＆

　

第
５
回
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

筑紫海会賞第２回受賞者

国際教養学科４年　村嶋  祐佳

「国連の女性の地位
　　　委員会に参加して」

28
年
度
開
学
記
念
式
典
に
て

「
同
窓
会
と
は
何
か
？
」

筑
紫
海
会
副
会
長
　
江
島  

玲
子
（
大
21
食
）

90
年
記
念
祝
賀
会

薪能 ５月25日㈬  学生会館にて

福岡女子大学 筑紫海会設立90年
美術館グランドオープン記念



⑶ 第91号つくしみ会　会報 2016年（平成28）10月１日

　

６
月
４
・
５
日
に
、
福
岡
国

際
会
議
場
に
て
、
第
一
回
Ｗ
Ｗ

Ａ
Ｓ
国
際
会
議
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
大
学
と
同
窓
会
筑
紫
海
会

も
主
催
団
体
と
し
て
参
加
し
盛

会
に
寄
与
し
ま
し
た
。

　

北
南
米
、
欧
州
、
ア
フ
リ
カ
、

ア
ジ
ア
諸
国
か
ら
専
門
家
や
実

践
者
を
招
き
、「
高
齢
社
会
を
、

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
あ
ふ
れ

た
、
明
る
く
活
力
あ
る
も
の
に

し
て
い
く
た
め
の
経
済
」
の
視

点
に
も
立
ち
な
が
ら
、
グ
ロ
ー

バ
ル
並
び
に
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

に
お
け
る
望
ま
し
い
方
策
の
提

案
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

社
会
や
家
庭
の
担
い
手
と
し

て
活
躍
し
て
き
た
女
性
た
ち

が
、
地
域
で
生
き
生
き
と
暮
ら

し
な
が
ら
歳
を
重
ね
て
い
く
た

め
に
、
年
齢
に
応
じ
た
働
き
手

と
し
て
、
ま
た
地
域
課
題
の
担

い
手
と
し
て
の
期
待
、
家
庭
を

支
え
続
け
て
き
た
自
身
も
含

め
、
親
・
夫
ら
の
老
後
へ
の
備

え
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
論
点
に

つ
い
て
市
民
の
方
々
も
交
え
て

考
え
ま
し
た
。

　

５
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
「
ロ

ー
ル
モ
デ
ル
に
よ
る
リ
レ
ー
ト

ー
ク
」
は
、
筑
紫
海
会
企
画
運

営
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
卒
業
生

を
始
め
多
く
の
方
の
ご
協
力
の

も
と
、
大
変
有
意
義
な
内
容
と

な
り
ま
し
た
。

　
＂
と
し
重
ね
て　

な
お
輝
く
＂

を
テ
ー
マ
に
、「
高
齢
化
す
る

社
会
で
ど
の
よ
う
に
生
き
る
か

は
、
個
人
に
と
っ
て
大
切
な
問

題
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
社
会

全
体
に
と
っ
て
も
大
き
な
問
題

で
す
。
こ
の
リ
レ
ー
ト
ー
ク
で

は
、
60
代
か
ら
90
代
の
５
人
の

ス
ピ
ー
カ
ー
を
お
迎
え
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
『
今
ま
で
、そ
し
て
、

こ
れ
か
ら
』
を
お
聞
き
す
る
こ

と
で
、
そ
の
根
底
に
何
が
あ
る

か
を
知
り
、
多
く
の
皆
さ
ん
と

豊
か
な
人
生
の
ヒ
ン
ト
を
共
有

し
た
い
」
と
い
う
思
い
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

90
代
⋮
松
尾
き
よ
さ
ん

　

80
代
⋮
板
倉
武
子
さ
ん

　

70
代
⋮
古
賀
久
子
さ
ん

　

70
代
⋮
永
野
美
恵
子
さ
ん

　

60
代
⋮
馬
場
明
子
さ
ん

　

５
人
の
皆
さ
ん
の
お
話
は
歩

い
て
こ
ら
れ
た
歴
史
と
思
い
に

溢
れ
、
熱
く
た
く
ま
し
く
、
私

達
に
夢
と
希
望
と
生
き
る
力
を

与
え
て
く
れ
る
も
の
で
し
た
。

こ
こ
に
、
心
か
ら
の
感
謝
の
気

持
ち
を
伝
え
お
礼
を
申
し
上
げ

た
い
と
思
い
ま
す
。

◦
20
代　

と
て
も
貴
重
な
お
話

を
い
た
だ
け
て
大
変
た
め
に
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
、
何
か

逆
境
等
あ
っ
た
時
に
思
い
出
し

て
力
に
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

◦
40
代　

皆
さ
ん
、
と
て
も
い

き
い
き
と
お
若
く
て
び
っ
く
り

致
し
ま
し
た
。
特
に
、
80
代
、

90
代
の
方
の
頭
の
回
転
の
速
さ

に
は
敬
服
致
し
ま
し
た
。
私
も

見
習
っ
て
生
き
生
き
と
生
き
て

い
け
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
し

た
。

◦
50
代　

子
育
て
、
仕
事
、
も

う
ち
ょ
っ
と
で
卒
業
で
す
。
こ

の
時
期
に
５
人
の
先
輩
の
お
話

を
聞
く
こ
と
が
で
き
て
、
と
て

も
よ
か
っ
た
で
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◦　

60
代　

今
年
還
暦
を
迎
え

ま
し
た
。
今
後
の
人
生
に
い
ろ

い
ろ
迷
っ
て
い
る
と
き
に
本
日

の
ト
ー
ク
を
聞
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
と
元
気
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

20
代
２
名　

30
代
２
名

　

40
代
６
名　

50
代
12
名

　

60
代
27
名　

70
代
22
名

　

80
代
４
名　

90
代
１
名

　４月 23 日（土）、文部科学省「高度人材養成のための社会人学び直し大
学院プログラム」委託事業である「イノベーション創出力を持った女性リ
ーダー育成プログラム」第２期が開講しました。
　講座は、他者を巻き込み、推進していく力でもあるファシリテーション
力を身に着けるモジュール 1、デザイン思考・システム思考のアプローチ
で課題を発見し、解決策を練り上げるモジュール 2、受講生自らが持つ課
題をイノベーション実践プランとして作り上げるモジュール 3の 3つのモ
ジュールから成っています。
　７月２日にはモジュール１の最終授業を実施。各チームで練り上げたプ
ランをもとに 40 分のワークショップ（会議演習）を行いました。今後は
それぞれの職場や組織で、モジュール１で学んだファシリテーションの知
識、スキルを実践し、ファシリテーター型リーダーとして活躍していきま
す。
　平成 29 年度春開講に関する募集のお知らせは、来年 1月頃にホームペ

ージでお知らせしていきます。
秋には場を創る力を養うワークショ
ップデザイン、意見を引き出し、ま
とめる力を養うファシリテーション
の短期集中講座も開講予定です。ぜ
ひホームページ（「福岡　学び直し」
で検索）をチェックしてください！
http://www.fwu.ac.jp/manabi/

　福岡女子大学では、地域の皆さまの生涯的な学習に貢献するため、毎年、
様々な公開講座を企画実施しています。平成 28 年度に開催する公開講座
の受講者を募集しています。お気軽にお申し込みください。内容はホーム
ページをご覧いただくか、資料をご請求下さい。

【お申込み・お問い合わせ】福岡女子大学地域連携センター
〒 813︲8529　福岡県福岡市東区香住ヶ丘 1-1-1
TEL：092︲661︲2728（直通）／092︲661︲2411（代表）　FAX：092︲692︲3220
E-mail：rcle@fwu.ac.jp　　URL：http://www.fwu.ac.jp/collaboration/

50代
16%

40代
8%

その他
7%

60代
35%

70代
29%

80代
5%

■40代　■50代　■60代
■70代　■80代　■その他

回答者（76名）年代別

学び直し大学院プログラム

福岡女子大学 百周年記念事業

第2期が開講しました

事業企画募集のお知らせ

平成28年度  福岡女子大学公開講座のご案内

　福岡女子大学は 2023 年（平成 35 年）に創立 100 周年を迎えます。
　現在、100 周年を記念した事業の企画について検討しているところです
が、卒業生の皆様からも広く御意見・提案を募ることとしました。
　お寄せいただいた御意見や提案は今後の参考として活用させていただき
ますので、お気軽にお知らせください。
【提出先・お問合せ】福岡女子大学百周年記念事業委員会
　　　　　　　　　�事業企画・広報部会
〒813-8529��福岡市東区香住ケ丘 1︲1︲1��福岡女子大学経営企画室内
TEL�092（661）2412（直通）��FAX�092（661）2420
E-mail�keiei@fwu.ac.jp

かすみ祭 10/29㊏・30㊐

模擬店、お茶会、演奏、実験教室、ビンゴ大会
ミス・ミスターコンテストなどのイベントが予定
されています

同窓会のパネル展示もしています
新しくなった校舎もご見学下さい

学生時代に戻った気分でかすみ祭を

　　  楽しまれてはいかがでしょうか？

場所：福岡女子大学  研究棟１F多目的スペース

軽食を取りながら、大学生と同窓生が
気軽に語り合う会です

女子大の留学生を迎えて
くださるご家庭を募集します

申込み方法　10月末日までに①～⑤を記入
　　　　　　 して下記へ申込み
　　　① 住所　② 氏名（卒業回・学部）
　　　③ TEL　④ 家族構成（含ペット）
　　　⑤ Eメールアドレス（あれば）
申込み先　筑紫海会事務局
　FAX 092（692）3194
　HP　「筑紫海会」で検索
　住所　〒813-8529 福岡市東区香住ケ丘1-1-1

詳しくは HP「筑紫海会」で検索
参加希望の方は事務局までご連絡を !

TEL・FAX 092（692）3194

在学生に同窓会を身近に感じて貰おうとの
趣旨で始めた「お茶の会」は今年で３回目
になります（無料）

11/17㊍ 12：00～
年末年始のうち
 １～２泊

お茶の会 ホストファミリー

国
際
会
議
﹁
活
躍
す
る
女
性
と
高
齢
化
す
る
社
会
﹂

Ｗ
Ｗ
Ａ
Ｓ 

へ
の 

ご
参
加 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

第
一
回
Ｗ
Ｗ
Ａ
Ｓ

国
際
会
議  

概
要

同
窓
会
が
企
画
運
営

の
リ
レ
ー
ト
ー
ク

感
想
文
の
紹
介
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長
崎
支
部
で
は
平
成
25
年
に

会
則
改
正
を
行
い
支
部
総
会
を

隔
年
開
催
と
し
、
西
暦
奇
数
年

に
総
会
、
偶
数
年
に
は

親
睦
会
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

　

今
年
は
親
睦
会
の

年
。
昨
年
の
支
部
総
会

に
ご
臨
席
い
た
だ
い
た

向
井
副
学
長
の
新
キ
ャ

ン
パ
ス
情
報
が
き
っ
か

け
と
な
り
、
百
聞
は
一

見
に
如
か
ず
と
親
睦
会

は
『
母
校
訪
問
バ
ス
ツ

ア
ー
』
に
即
、
決
定
。

　

早
速
、
佐
賀
の
三
浦

支
部
長
と
筑
紫
海
会
本

部
事
務
局
の
皆
様
に
助
言
を
い

た
だ
き
な
が
ら
４
月
17
日（
日
）

の
開
学
記
念
式
典
と
ホ
ー
ム
カ

ミ
ン
グ
デ
ー
に
一
部
参
加
す
る

計
画
を
立
て
準
備
し
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
直
前
の
14
日
、

16
日
に
起
き
た
熊
本
大
地
震
で

長
崎
で
も
か
つ
て
な
い
大
き
な

揺
れ
を
経
験
。
一
時
は
役
員
全

員
で
中
止
す
る
こ
と
も
真
剣
に

考
え
ま
し
た
が
、
当
日
は
朝
か

ら
快
晴
と
な
り
、
県
内
各
地
よ

り
17
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し

た
。

　

開
学
記
念
式
典
に
は
途
中
参

加
と
な
り
ま
し
た
が
、
江
島
玲

子
副
会
長
の
講
演
と
国
際
イ
コ

モ
ス
副
会
長
の
河
野
俊
行
先
生

の
記
念
公
演
を
拝
聴
。
帰
路
の

都
合
も
あ
り
、
お
許
し
を
い
た

だ
い
て
ほ
か
の
参
加
者
の
方
々

よ
り
一
足
早
く
昼
食
を
頂
き
、

今
井
副
学
長
直
々
の
ご
案
内
で

キ
ャ
ン
パ
ス
を
見
学
し
ま
し

た
。

　

大
き
く
変
わ
っ
た
明
る
い
図

書
館
、新
設
の
素
敵
な
美
術
館
、

日
光
と
風
が
心
地
よ
い
屋
上
庭

園
等
々
。
駆
け
足
で
し
た
が
、

素
晴
ら
し
い
キ
ャ
ン
パ
ス
の
中

で
、
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
に
在
学

当
時
の
思
い
出
に
浸
り
、
楽
し

い
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

思
い
が
け
な
い
地
震
、
高
速

道
路
の
速
度
規
制
と
ハ
ラ
ハ
ラ

ド
キ
ド
キ
し
ま
し
た
が
、
と
て

も
充
実
し
た
親
睦
会
で
し
た
。

最
後
に
参
加
者
の
感
想
を
！

◎
時
代
に
対
応
で
き
る
女
性
を

育
成
し
て
い
こ
う
と
い
う
変

わ
ら
ぬ
理
念
が
脈
打
っ
て
い

て
ほ
っ
と
し
ま
し
た
。

◎
在
校
当
時
の
面
影
は
無
く
て

も
発
展
し
続
け
る
母
校
を
見

る
こ
と
が
で
き
、
感
激
し
ま

し
た
。

　

は
じ
め
に
、
熊
本
・
大
分
地

震
に
よ
り
被
災
さ
れ
た
皆
様
に

謹
ん
で
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

当
支
部
は
、
肥
沃
な
筑
後
平

野
を
な
す
筑
後
川
流
域
か
ら
熊

本
・
大
分
の
県
境
ま
で
の
福
岡

県
南
部
に
居
住
す
る
同
窓
生
で

構
成
し
て
い
ま
す
。
筑
紫
海
会

発
足
か
ら
ま
も
な
く
久
留
米
市

内
の
方
々
を
中
心
に
活
動
が
始

ま
り
、
そ
の
後
周
辺
地
域
に
広

げ
て
昭
和
54
年
に
規
約
が
整
備

さ
れ
ま
し
た
。
現
在
会
員
530
名

で
役
員
3
名
と
当
番
で
運
営
し

て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
4
月
17
日
の
開
学

記
念
日
に
合
わ
せ
て
大
学
見
学

ツ
ア
ー
を
予
定
し
て
い
ま
し
た

が
、
地
震
の
影
響
で
や
む
な
く

中
止
に
な
り
ま
し
た
。
改
め
て

10
月
29
日
の
か
す
み
祭
に
合
わ

せ
て
見
学
ツ
ア
ー
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

　

昨
年
の
総
会
は
6
月
27
日

（
土
）
久
留
米
市
内
で
開
催
し
、

43
名
の
出
席
が
あ
り
、
役
員
の

任
期
を
2
年
か
ら
3
年
に
変
更

す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

講
演
は
、
馬
場
明
子
さ
ん
（
大

20
国
）
に
『
螢
の
木
が
語
る
戦

争
の
記
憶
』
と
い
う
テ
ー
マ
で

お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。
来
賓

の
向
井
先
生
よ
り
「
戦
争
へ
の

傾
斜
が
囁
か
れ
て
い
る
昨
今
の

社
会
情
勢
に
照
ら
し
、
今
一
度

過
去
の
証
言
に
耳
を
傾
け
同
窓

の
人
た
ち
と
一
緒
に
反
省

を
す
る
又
と
な
い
機
会
と

な
り
ま
し
た
」
と
の
お
言

葉
を
頂
き
ま
し
た
。
支
部

の
創
立
・
運
営
に
ご
尽
力

頂
い
た
女
専
の
先
輩
方
が

お
元
気
に
出
席
さ
れ
て
お

り
、
感
謝
の
意
を
こ
め
て

花
束
を
お
贈
り
し
ま
し

た
。

　

先
駆
的
な
女
性
の
生
き

方
を
示
し
て
こ
ら
れ
た
先

輩
方
、
多
方
面
で
活
躍
さ

れ
て
い
る
後
輩
達
と
の
交

流
に
勇
気
と
元
気
を
も
ら

っ
て
い
ま
す
。

　

返
信
頂
い
た
お
葉
書
の

一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

◎
卒
業
後
50
年
余
、
老
老

介
護
、
認
知
症
、
免
許
証
⋮

と
他
人
事
で
は
な
い
こ
と
ば

か
り
で
す
が
、
そ
ん
な
中
で

筑
紫
海
会
の
会
員
で
あ
る
こ

と
は
心
の
大
き
な
支
え
と
な

っ
て
い
ま
す
。

◎
『
こ
の
集
い
絆
深
め
て
明
日

の
糧
』

　

昔
語
り
に
な
り
ま
す
が
、
弓

道
部
誕
生
秘
話
を
紹
介
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
弓
道
部
の
前
身

は
、
福
岡
女
専
で
の
体
育
の
必

須
科
目
に
由
来
し
ま
す
。
私
が

入
学
し
た
昭
和
36
年
時
も
体
育

の
選
択
科
目
の
中
に
あ
り
ま
し

た
。
し
か
し
指
導
教
官
の
室
井

教
授
の
退
官
が
迫
り
、
存
続
の

危
機
を
迎
え
て
い
ま
し
た
。
そ

う
い
う
背
景
の
中
、
弓
道
同
好

会
で
当
時
た
だ
一
人
の
有
段
者

だ
っ
た
三
年
生
の
川
越
（
旧
姓

栗
山　

大
10
食
）
さ
ん
の
並
々

な
ら
ぬ
尽
力
の
も
と
福
岡
女
子

大
学
弓
道
部
は
生
ま
れ
ま

し
た
。
55
年
前
の
こ
と
で

す
。

　

道
場
は
お
ろ
か
練
習
場

も
な
く
、コ
ー
チ
も
な
く
、

活
動
予
算
も
少
な
く
、
満
足
に

弓
を
引
け
な
い
部
員
を
か
か
え

て
川
越
主
将
の
卒
業
間
際
ま
で

の
大
奮
闘
ぶ
り
は
語
り
尽
く
せ

ま
せ
ん
。

　

高
校
時
代
か
ら
弓
を
引
い
て

い
た
私
も
、
彼
女
に
導
か
れ
て

弓
道
に
魅
せ
ら
れ
た
学
生
生
活

を
過
ご
す
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
東
公
園
の
武
徳
殿
へ
出
向

い
て
の
練
習
、
成
果
の
出
な
い

試
合
の
連
続
、
志
賀
島
で
の
合

宿
、
昇
段
試
験
（
私
自
身
は
二

段
取
得
）、
部
員
全
員
の
ア
ル

バ
イ
ト
資
金
で
学
内
に
矢
場
を

作
っ
た
こ
と
、
創
部
３
年
目
の

イ
ン
カ
レ
・
九
州
大
会
で
つ
い

に
３
位
入
賞
を
果
た
し
た
こ
と

等
々
、
二
年
間
主
将
を
務
め
て

新
し
い
部
の
悲
哀
と
目
標
に
立

ち
向
か
っ
た
日
々
は
振
り
返
る

と
ま
さ
に
青
春
万
歳
の
想
い
で

す
。

　

そ
の
後
創
部
か
ら
十
年
目
に

は
機
関
誌
「
つ
る
や
す
め
」
創

刊
号
が
発
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
部
員
21
名
（
留
学
生

５
名
）、
顧
問
教
官
に
ス
ウ
ェ

ン
・
ホ
ル
ス
ト
准
教
授
を
擁
し

て
世
界
に
伸
び
る
活
動
が
続
い

て
い
る
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま

す
。

　私たち弓道部は、学部生 16 人、留学生 5人、そして顧問の先
生とで週に３回楽しく活動しています。弓道は日本の武道の 1つ
であり、定められた距離にある的を、和弓を用いて射る競技です。
これは“八節”といわれる一連の動作によって行われるので
すが、私たちはこの動作を通して心身の鍛錬を目指します。
弓道の技術向上はもちろんのこと、的を自分の心と見立てて
自分自身と向き合うことができるのも１つの魅力だと感じて
おります。
　顧問の先生は、11 年程前から東体育館の古賀健治先生に
来ていただいております。私を含めた半分以上の部員は大学
から弓道を始め、古賀先生に和弓の美しさから、1つ 1つの
動作の意味まで指導をいただき、弓道の楽しさを知りました。
　主な年間行事は、春・夏季にある昇段審査と北部リーグを
始めとした試合や大会への出場のほか、成人を迎え段位を有する

部員のみ、京都の三十三間堂で
開かれる全国大的大会に出場し
ています。
　弓道部は私たちの代で第 55
代目になります。歴史ある部活
動ということを十分に自覚し、
今後とも真摯に練習に取り組ん
で参ります。

な

板
言
伝

で
し
こ

支
部
の
ニ
ュ
ー
ス
な
ど

お
待
ち
し
て
い
ま
す
!!

機関誌「つるやすめ」

手書きの横断幕が花を添えて

同
窓
の
絆
は
、 
心
の
支
え

支
部
だ
よ
り

驚
き
と
発
見
の
連
続
!!『
母
校
訪
問
バ
ス
ツ
ア
ー
』

久
留
米
・
筑
後
地
区
支
部
長
　
白
石  

雅
子
（
大
17
食
）

長
崎
支
部
長
　
深
堀  

美
佐
子
（
大
19
食
）

伝統ある弓道部を受け継いで…
環境科学科３年　山中  亜麻美

サ
ー
ク
ル
通
信
　
　『
弓
道
部
』

蘇
る
弓
道
部
で
の
青
春

恒
吉  

佳
久
子
（
大
12
被
）
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筑
紫
海
会
創
立
90
年
祝
賀
会

の
折
、
校
歌
斉
唱
を
リ
ー
ド
な

さ
っ
た
方
を
覚
え
て
お
い
で
の

方
も
多
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
美
し
く
張
り
の
あ
る
遠
藤

さ
ん
の
歌
声
は
、
会
場
に
響
き

渡
り
、
校
歌
斉
唱
を
さ
ら
に
パ

ワ
ー
ア
ッ
プ
さ
せ
た
よ
う
に
感

じ
ら
れ
た
。

　

遠
藤
さ
ん
は
、女
専
卒
業
後
、

国
立
音
楽
大
学
声
楽
科
を
卒

業
、
東
京
芸
術
大
学
大
学
院
音

楽
教
育
研
究
（
音
楽
教
育
・
民

族
音
楽
）
を
修
了
。
盛
岡
大
学

教
授
・
同
大
学
附
属
幼
稚
園
園

長
、
聖
学
院
大
学
教
授
・
同
大

学
児
童
学
科
長
を
歴
任
さ
れ
た

後
、
平
成
14
年
3
月
、
75
歳
で

退
官
。
現
在
は
、
お
住
ま
い
の

国
立
市
で
地
域
の
役
に
立
ち
た

い
と
、
文
化
活
動
・
社
会
活
動

等
を
声
楽
家
・
音
楽
療
法
士
と

し
て
続
け
て
お
ら
れ
る
。

　

幼
い
頃
は
、
現
在
の
日
銀
福

岡
支
店
の
辺
り
が
お
住
ま
い
だ

っ
た
そ
う
だ
。
大
名
小
学
校
、

九
州
高
等
女
学
校
を
経
て
女
専

生
活
科
へ
入
学
。
家
政
学
を
学

ば
れ
た
。
在
学
中
は
、
あ
の
４

年
制
大
学
へ
の
昇
格
運
動
の
只

中
。
高
崎
会
長
は
じ
め
城
野
さ

ん
や
同
窓
会
の
皆
様
と
一
緒

に
、
学
生
代
表
と
し
て
尽
力
さ

れ
た
と
い
う
。

　

卒
業
後
、
九
州
高
等
女
学
校

の
教
頭
で
あ
っ
た
中
村
ハ
ル
先

生
（
現
在
の
中
村
学
園
大
学
創

始
者
）
の
教
室
で
片
腕
と
し
て

働
く
。
女
学
校
を
出
た
ら
結
婚

が
当
た
り
前
の
時
代
。あ
る
日
、

先
生
か
ら
職
業
を
続
け
る
為
ま

た
と
な
い
お
相
手
と
の
見
合
い

の
お
話
が
。
だ
が
、
音
楽
の
道

に
進
み
た
い
と
打
ち
明
け
た
。

先
生
は
即
座
に
「
明
日
か
ら
来

な
く
て
よ
い
。
そ
の
代
わ
り
、

東
京
で
必
ず
一
旗
揚
げ
な
さ

い
。」
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
。
即

断
さ
れ
た
先
生
の
言
葉
に
、
声

楽
を
め
ざ
す
志
が
固
ま
っ
た
。

　

女
専
在
学
中
か
ら
、
音
楽
科

の
安
田
ヤ
ス
先
生
に
は
、
特
別

に
レ
ッ
ス
ン
を
受
け
て
い
た
。

そ
し
て
、昭
和
24
年
、西
部
（
九

州
地
区
）
で
初
め
て
開
催
さ
れ

た
「
第
３
回
全
日
本
学
生
音
楽

コ
ン
ク
ー
ル
声
楽
部
門
」
に
、

女
専
の
推
薦
、
安
田
先
生
の
伴

奏
で
出
場
。
だ
が
落
選
。
と
こ

ろ
が
、
審
査
員
か
ら
才
能
を
認

め
ら
れ
、
東
京
へ
出
て
勉
強
を

す
る
よ
う
勧
め
ら
れ
る
。

　

そ
の
頃
か
ら
、
ピ
ア
ノ
も
安

永
武
一
郎
先
生（
ベ
ル
リ
ン
響
・

安
永
徹
氏
の
父
君
。
後
に
福
岡

教
育
大
学
長
）
に
師
事
。
東
京

音
楽
学
校
（
現
・
東
京
芸
術
大

学
）
受
験
を
め
ざ
す
。
芸
大
の

先
生
方
の
レ
ッ
ス
ン
は
最
高
レ

ベ
ル
だ
が
高
額
、
お
金
に
羽
が

生
え
た
よ
う
に
飛
ん
で
い
く
。

　

い
よ
い
よ
受
験
の
昭
和
26

年
。
芸
大
は
受
験
年
齢
を
25
歳

ま
で
と
制
限
し
た
。
や
む
な
く

受
験
を
断
念
。
福
岡
に
戻
っ
て

あ
て
も
な
く
過
ご
す
う
ち
、
市

教
委
に
、
当
仁
小
学
校
の
音
楽

専
科
教
師
と
し
て
迎
え
ら
れ
、

４
年
間
勤
務
す
る
。
夢
を
あ
き

ら
め
た
わ
け
で
は
な
い
。
家
族

に
も
反
対
さ
れ
た
道
だ
が
声
楽

の
勉
強
は
続
け
た
。
東
京
へ
レ

ッ
ス
ン
に
も
通
う
。
だ
れ
に
も

頼
っ
て
は
い
ら
れ
な
い
。

　

そ
ん
な
時
、
国
立
音
楽
大
学

の
編
入
試
験
が
あ
っ
た
。合
格
。

同
時
に
啓
明
学
園
へ
就
職
、
夢

と
自
立
の
道
が
開
け
た
。

　

こ
の
時
代
に
大
き
な
出
会
い

が
あ
っ
た
。
晩
年
の
山
田
耕
筰

先
生
に
特
別
指
導
を
受
け
た
こ

と
だ
。当
時
の
音
楽
大
学
に
は
、

日
本
歌
曲
の
指
導
者
は
無
か
っ

た
。
遠
藤
さ
ん
は
山
田
耕
筰
先

生
に
手
紙
を
書
い
て
弟
子
と
な

り
、
周
囲
の
方
々
か
ら
は
羨
望

の
的
だ
っ
た
と
い
う
。
先
生

は
「
き
れ
い
な
日
本
語
で
美
し

く
日
本
の
歌
曲
が
歌
え
る
よ
う

に
精
進
し
な
さ
い
」
と
お
っ
し

ゃ
っ
た
。「
今
、
最
高
点
を
あ

げ
ら
れ
る
の
は
美
空
ひ
ば
り
。」

と
も
。
そ
の
名
を
周
囲
の
だ
れ

一
人
知
ら
な
い
時
だ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
ご
夫
君
の
転
勤
に

伴
っ
て
家
族
4
人
で
盛
岡
へ
。

盛
岡
大
学
の
助
教
授
時
代
、
あ

の
芸
大
大
学
院
で
私
学
研
修
員

と
し
て
、
民
俗
音
楽
の
小
泉
文

夫
教
授
に
ア
ジ
ア
の
音
楽
に
つ

い
て
学
ん
だ
。
盛
岡
大
学
の
学

生
を
対
象
に
調
査
し
、『
ア
ジ

ア
地
域
民
俗
音
楽
の
理
解
に
関

す
る
問
題
点
と
そ
の
教
育
的
可

能
性
』
と
題
し
て
、
ア
ジ
ア
の

民
族
音
楽
の
特
性
や
重
要
性
に

つ
い
て
の
論
文
を
作
成
。
こ
の

論
文
を
も
っ
て
昭
和
62
年
度
国

際
協
力
学
術
奨
励
論
文
募
集
に

応
募
。第
２
席
の
栄
誉
に
輝
く
。

　

ま
た
、
平
成
14
年
に
は
、『
鳳

仙
花
―
評
伝
・
洪ホ

ン
ナ
ン
ハ

蘭
坡
』
を
上

梓
。
洪
蘭
坡
は
、
朝
鮮
近
代
音

楽
の
父
と
称
さ
れ
る
が
、
日
本

で
は
知
ら
れ
て
い
な
い
人
物
。

そ
の
生
涯
に
つ
い
て
、
克
明
に

調
査
し
た
労
作
と
高
く
評
価
さ

れ
、
平
成
25
年
に
は
再
刊
さ
れ

た
。
こ
の
年
、
韓
国
の
Ｔ
Ｖ
に

招
か
れ
、
韓
国
歌
曲
を
独
唱
。

韓
国
の
新
聞
「
ひ
と
欄
」
に
詩

人
李
承
信
と
共
に
紹
介
さ
れ

た
。
今
は
、
韓
国
の
人
に
こ
の

本
の
存
在
を
知
っ
て
も
ら
い
た

い
と
思
っ
て
お
い
で
だ
。
日
韓

友
好
の
為
に
も
一
日
も
早
い
韓

国
語
へ
の
翻
訳
が
待
た
れ
る
。

　

こ
の
よ

う
に
ア
ジ

ア
や
日
本

の
「
美
し

い
歌
」
を

追
究
し
続

け
て
来
ら

れ
た
が
、

退
官
後
、

国
立
市
に

「
高
齢
者

福
祉
を
考

え
る
会
」を
立
ち
上
げ
ら
れ
た
。

こ
の
会
は
、
平
成
16
年
か
ら
年

1
回
の
『
く
に
た
ち
ふ
れ
あ
い

コ
ン
サ
ー
ト
』
を
主
催
し
て
い

る
。
日
本
の
歌
曲
を
中
心
と
し

た
演
奏
活
動
は
、
年
々
盛
ん
と

な
り
、
13
回
目
を
迎
え
る
今
年

は
、11
月
11
日
に
開
催
さ
れ
る
。

　

多
く
の
人
と
の
出
会
い
が
紡

い
で
く
れ
た
こ
の
道
。

　
「
日
本
の
歌
曲
を
唄
う
に
は
、

日
本
語
を
正
し
く
美
し
く
発
音

す
る
発
声
が
基
本
と
な
る
。」

こ
の
山
田
耕
筰
先
生
の
教
え
を

忘
れ
ず
、
日
本
歌
曲
を
美
し
く

歌
う
た
め
に
、
今
も
研
鑽
を
重

ね
続
け
て
い
る
と
結
ば
れ
た
。

　

Fiertem
ina

（
フ
ィ
エ
ル
テ

ミ
ナ
）。
地
下
鉄
薬
院
大
通
り

駅
か
ら
す
ぐ
の
浄
水
通
り
に
そ

の
店
は
あ
る
。
フ
ィ
エ
ル
テ
は

仏
語
で
「
誇
り
」、
女
性
に
自

信
を
持
っ
て
服
を
着
て
ほ
し
い

と
い
う
思
い
か
ら
名
付
け
た
。

　

お
話
を
伺
っ
て
い
る
と
、
早

速
お
客
様
が
見
え
た
。
以
前
に

作
っ
た
ス
ー
ツ
の
お
直
し
の
依

頼
だ
っ
た
。
そ
の
場
で
ス
ー
ツ

を
着
用
し
て
も
ら
い
、着
心
地
・

バ
ラ
ン
ス
の
確
認
。
そ
の
後
、

様
々
な
角
度
か
ら
お
話
を
聞
き

デ
ザ
イ
ン
に
生
か
す
。
和
や
か

な
雰
囲
気
で
注
文
が
出
来
る
様

子
を
図
ら
ず
も
拝
見
し
た
。

　

藤
田
さ
ん
は
、大
学
卒
業
後
、

文
化
服
装
学
院
に
入
学
。
夢
で

あ
っ
た
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ

ナ
ー
に
な
る
た
め
の
勉
強
を
し

な
が
ら
、様
々
な
経
験
を
し
た
。

学
生
に
よ
る
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ

ョ
ー
を
マ
レ
ー
シ
ア
と
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
で
開
催
。
今
と
違
い
海

外
で
の
貴
重
な
経
験
は
、
そ
の

後
の
仕
事
に
大
き
な
力
と
な
っ

た
。

　

既
製
服
デ
ザ
イ
ナ
ー
や
文
化

服
装
学
院
の
恩
師
小
池
千
枝
先

生
の
秘
書
を
経
て
、
結
婚
。
20

年
前
、
夫
の
仕
事
が
福
岡
に
移

っ
た
の
を
機
に
福
岡
玉
屋
の
オ

ー
ダ
ー
メ
イ
ド
に
就
職
。
そ
の

後
、
岩
田
屋
に
移
り
順
調
だ
っ

た
が
、
時
代
の
波
に
押
さ
れ
て

の
閉
業
に
伴
い
や
む
な
く
退

職
。
同
時
に
多
く
の
縫
製
職
人

が
退
職
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

高
度
な
技
術
を
持
つ
縫
製
職
人

さ
ん
た
ち
。
残
念
で
仕
方
な
か

っ
た
。

　

退
職
を
機
に
、
福
岡
県
女
性

研
修
の
翼
に
応
募
し
、
ド
イ
ツ

の
女
性
起
業
家
支
援
施
設
を
見

学
す
る
チ
ャ
ン
ス
を
得
た
。
そ

こ
に
は
、
女
性
の
起
業
支
援
へ

の
手
立
て
と
、
自
立
へ
と
導
く

シ
ス
テ
ム
が
確
立
さ
れ
、
目
か

ら
鱗
が
落
ち
る
よ
う
だ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
福
岡
で
女
性
起
業

家
を
支
援
す
る
一
般
社
団
法
人

『
女
性
起
業
家
ス
プ
ラ
ウ
ト
』

の
存
在
を
知
り
入
会
、
活
動
中

で
あ
る
。
他
に
、
福
岡
市
男
女

共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
「
ア

ミ
カ
ス
」
を
拠
点
に
ア
ミ
カ
ス

サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
も
活
動

中
。

　

子
育
て
が
終
わ
っ
て
、
現
在

の
お
店
を
開
い
た
。
縫
製
職
人

へ
の
仕
事
依
頼
を
再
開
。
す
で

に
多
く
の
職
人
は
高
齢
に
差
し

掛
か
っ
て
お
り
、
技
術
継
承
に

危
機
感
を
抱
く
。
日
本
の
職
人

の
優
れ
た
技
術
を
若
い
人
に
伝

え
る
こ
と
が
使
命
と
も
思
え
る

が
、
肩
の
力
を
抜
い
て
丹
念
に

仕
事
を
継
続
し
、
自
分
ら
し
い

お
店
作
り
に
邁
進
し
た
い
。

　

ち
な
み
に
藤
田
さ
ん
に
仕
立

て
を
注
文
す
る
と
一
か
月
ほ
ど

で
出
来
上
が
る
。
服
地
は
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
製
な
ど
多
数
揃
え
て
い

る
が
、
持
ち
込
み
も
可
。

　

２
０
１
２
年
４
月
、
国
際
文

理
学
部
の
第
２
期
生
と
し
て
入

学
し
、
１
年
間
の
交
換
留
学
を

経
て
、
今
春
、
社
会
人
と
し
て

の
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

多
く
の
素
晴
ら
し
い
出
会
い
と

貴
重
な
経
験
に
恵
ま
れ
た
４
年

間
は
、
私
の
宝
物
で
す
。

　

大
学
で
は
、
い
つ
も
興
味
深

い
話
で
知
的
・
学
術
的
好
奇
心

を
刺
激
し
て
く
だ
さ
っ
た
先
生

方
の
お
か
げ
で
、
学
問
の
楽
し

さ
を
知
り
ま
し
た
。
あ
ら
ゆ
る

分
野
の
講
義
に
出
席
し
て
知
見

を
広
め
、
様
々
な
出
来
事
に
つ

い
て
自
分
の
意
見
を
し
っ
か
り

持
つ
こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
ま

し
た
。

　

留
学
先
ベ
ル
ギ
ー
で
の
学
び

舎Katholieke�Universiteit
Leuven

で
は
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ

ア
作
品
に
魅
了
さ
れ
、『
マ
ク

ベ
ス
』
に
関
す
る
論
文
を
執
筆

し
ま
し
た
。
図
書
館
で
文
献
を

読
み
、
作
品
を
通
し
て
登
場
人

物
や
そ
の
著
者
、
批
評
家
た
ち

と
対
話
を
重
ね
、
様
々
な
意
見

に
賛
同
・
反
論
し
な
が
ら
自
分

の
解
釈
を
深
め
て
い
く
時
間

は
、
と
て
も
有
意
義
な
も
の
で

し
た
。

　

ま
た
、
大
学
で
は
Ｗ
Ｊ
Ｃ
の

学
生
や
多
く
の
留
学
生
と
知
り

合
い
、
国
際
交
流
に
も
関
心
を

持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
一

緒
に
山
笠
を
見
に
行
っ
て
博
多

の
文
化
を
間
近
に
体
験
し
、
時

に
は
家
族
の
一
員
と
し
て
自
宅

に
招
き
、
日
本
の
家
庭
料
理
を

味
わ
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

交
換
留
学
中
は
、
国
際
寮
で

欧
米
各
国
か
ら
来
た
留
学
生
と

生
活
し
ま
し
た
。
異
な
る
背
景

を
持
つ
学
友
と
日
常
を
共
に
す

る
こ
と
で
、
多
様
な
価
値
観
に

触
れ
な
が
ら
類
似
点
・
相
違
点

を
互
い
に
認
め
、
言
葉
や
文
化

の
壁
を
越
え
て
よ
り
親
し
く
な

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。ま
た
、

ベ
ル
ギ
ー
人
神
父
様
と
の
出
会

い
か
ら
、
教
会
で
の
チ
ャ
リ
テ

ィ
ー
イ
ベ
ン
ト
や
ク
リ
ス
マ
ス

会
に
参
加
し
、
現
地
の
方
と
ふ

れ
あ
う
機
会
に
も
恵
ま
れ
ま
し

た
。
広
い
世
界
が
あ
る
こ
と
を

教
え
て
く
れ
た
人
々
と
は
、
今

で
も
交
流
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

ど
ん
な
時
も
そ
ば
で
見
守
り

支
え
て
く
れ
た
家
族
、先
生
方
、

そ
し
て
友
人
の
お
か
げ
で
、
こ

の
上
な
く
充
実
し
た
学
生
生
活

を
送
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
社
会
人
に
な
り
、
働
く

こ
と
が
で
き
る
環
境
に
感
謝
す

る
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
経
験
と
新
た
な
学

び
を
活
か
し
て
仕
事
に
取
組

み
、
一
日
で
も
早
く
社
会
の
役

に
立
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
成

長
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

卒業式、思い出の研究棟で

社
会
人
一
年
生
で
す

〜
留
学
と
研
究
の
日
々
を
糧
に
〜

百
武
美
也
子
さ
ん（
大
63
国
際
）

音
楽
と
共
に
歩
い
た
道
、

　
　
　

こ
こ
ろ
ざ
し
は
高
く

よ
う
こ
そ

浄
水
通
り
の
フ
ィ
エ
ル
テ
ミ
ナ
へ

遠
藤
喜
美
子
さ
ん（
女
専
24
生
）

声
楽
家

元
聖
学
院
大
学
教
授

藤
田
美
奈
子
さ
ん（
大
26
被
）

経
営
者

デ
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イ
ナ
ー


